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美術部のみんなで協力してデザインした
バスが完成してうれしいです。国見の魅
力をたくさん詰め込んだので、たくさん
の人に見てもらって、国見町のことを大
好きになってほしいです。

※部長の後藤真優さん（2 年）のコメント

２
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～今月の表紙～

95 人が新たな門出を迎え
た今年の成人式。会場の
各所では、“ 自撮り ” をし
ながら友人との久しぶり
の再会を喜ぶ姿が見られ
ました。

走
る
広
告
塔
と
し
て
国
見

町
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す

る
「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
」
が
完

成
し
、
お
披
露
目
式
が
12
月
26

日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の

郷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
デ
ザ
イ

ン
を
担
当
し
た
の
は
、
県
北
中

学
校
美
術
部
の
生
徒
の
み
な
さ

ん
。
国
見
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
株
式
会

社
メ
ー
ル
観
光
の
バ
ス
に
、
町

を
代
表
す
る
祭
り
の
「
義
経
ま

つ
り
」
に
ち
な
み
源
義
経
や
静

御
前
の
イ
ラ
ス
ト
の
ほ
か
、
阿

津
賀
志
山
防
塁
や
中
尊
寺
蓮
な

ど
町
の
名
所
、
町
特
産
の
モ
モ

や
国
見
バ
ー
ガ
ー
、「
く
に
み

桐
目
木
山
の
一
本
杉

　
　
【
問
い
合
わ
せ
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

☎
５
８
５
‐
２
９
６
７
】　

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
45

も
も
た
ん
」
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト

を
施
し
ま
し
た
。

　

お
披
露
目
式
で
は
、
太
田
久

雄
町
長
が
「
国
見
町
の
魅
力
が

詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
バ
ス
が

完
成
し
ま
し
た
。
走
る
広
告
塔

と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
、
町

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
関
係
者
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
バ
ス
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
国
見
小

学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て

運
行
さ
れ
る
ほ
か
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
町
内
関
係
団
体
の
移
動

な
ど
に
活
用
さ
れ
、
国
見
町
の

魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

国見町の

ラッピングバス
ができました

わたしたちが
デザインしました！

県北中学校美術部のみなさん

1右側面　2前方　3後方

１

23

▶
お
披
露
目
式
で
の
テ
ー
プ

　
カ
ッ
ト
の
様
子

◀スクールバスとし
　て運行されている
　ラッピングバス

　

桐
目
木
山
（
内
谷
西
地
区
）
中
腹
の
三
差
路
に
、「
山
の
神
」
と
し
て
祀ま
つ

ら
れ
る

一
本
の
大
き
な
杉
の
木
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
地
域
の
人
々
が
飼
料
用
の
草
を
刈
る
た
め
に
山
越
え
す
る
折
、
こ
の
杉
に
家

畜
を
つ
な
ぎ
一
休
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
眼
下
に
絶
景
が
広
が
る
こ
の
場
所
は
、
必
ず

誰
か
と
出
会
う
交
流
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
つ
し
か
「
出
会
い
の
一
本
杉
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
地
域
の
方
々
が
桜
の
名
所
作
り
な
ど
里
山
一
体
の
魅
力
向
上
に
励
み
、

多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
ご
神
木
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
新
た
な
出
会
い
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
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1_ 看護師として自覚を
持ち、社会に貢献してい
きたいです。
2_ 未熟な私ですが、こ
れからも温かく見守って
ください。

1_ 成人として礼儀を重
んじ、これからも励んで
いきます。
2_20 年間育ててくれた
両親や地域のみなさんに
感謝です。

1_ 成人としての自覚を
持ち、責任のある行動を
心がけたいです。
2_20 年間育ててくれて
ありがとう。これからも
よろしくお願いします。

1_ 自覚と責任ある行動
を心がけます。
2_ まだまだ未熟ですが、
親孝行できるように頑張
りたいです。

高野　未有さん 佐藤　樹里さん佐藤　美星さん齋藤　稜さん 阿部　友哉さん齋藤　拓也さん 朝内梨々香さん
1_ 幼稚園の先生として
模範となる大人になりた
いです。
2_ 日々感謝の気持ちを
忘れずに生活していきた
いです。

1_ 社会の一員としての
自覚を持って責任ある行
動を心がけます。
2_ 迷惑をかけることも
あったけど、ここまで育
ててくれてありがとう。

1_ 新成人として、社会
に貢献できるように頑張
ります。
2_ ここまで育ててくれ
てありがとう。親孝行で
きるように頑張ります。

新成人のみなさんに
1_ 新成人の抱負
2_ これまで支えてく
れた家族にひとこと
を聞きました。

新成人の 声

　

平
成
30
年
国
見
町
成
人
式
が
1
月
7

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
95
人
（
男
性
53
人
、

女
性
42
人
）
が
成
人
を
迎
え
、
華
や
か

な
振
袖
や
袴
姿
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
が
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
太
田
久
雄
町
長
が
「
無

限
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
勇
気
を
持
っ
て
未
来

を
切
り
開
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
新
成
人
一
人
一
人
の
名

前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
代
表
の
阿
部
友

哉
さ
ん
へ
太
田
町
長
か
ら
成
人
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋
幸
子

町
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
齋
藤
拓
也

さ
ん
へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
五
十
嵐
温
子
さ

ん
が
「
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
続
け
、
し
っ
か
り
と

自
分
の
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
力
強
く
答
辞
を
述
べ
、
新
成

人
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行

わ
れ
、
友
人
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
、
思
い
出
話
に
華
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
今
年
の
成
人
式
も
新
成
人

の
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

り
、
企
画
・
運
営
な
ど
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
当
日
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
開
封
な
ど
も
行
わ
れ
、
思
い
出
に
残

る
手
作
り
の
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

95 人が新たな門出　祝 国見町成人式

新成人の誓い 新たに 新成人を代表して答辞を述べる五十嵐さん

12みんなで記念撮影！　3太田町長から成
人証書を受け取る阿部さん　45タイムカプ
セルを開けると懐かしい思い出がよみがえり
ます　6恩師と一緒にパシャリ！
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ユニークな 5 つの提案

ま
ち
の「
お
宝
」を
発
掘
し
よ
う
。

ま
ち
の
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
＠
国
見
町
が
1
月
13
日
か
ら
14
日
の
2
日

間
に
わ
た
っ
て
町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
初
開
催
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
県
内
外
か
ら
33
人
が
参
加
し
、
5
人
の
「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
」

と
と
も
に
、
ま
ち
の
「
お
宝
」
の
発
掘
に
挑
み
ま
し
た
。

ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
は

　

ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

は
、
普
段
の
生
活
で
は
気
づ
か

な
い
、
こ
の
ま
ち
に
眠
っ
て
い

る
資
源
や
魅
力
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
」
と

一
緒
に
発
掘
し
、そ
の
「
お
宝
」

の
活
か
し
方
・
使
い
方
を
考
え
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
未
来
や
暮

ら
し
方
を
提
案
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

い
ざ
、
宝
さ
が
し
へ

　

1
日
目
は
、
実
際
に
町
内
を

歩
い
て
地
域
の
資
源
を
再
発

見
す
る
「
ま
ち
歩
き
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
5
つ
の「
ユ
ニ
ッ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
藤
田
、
小
坂
、
石
母
田
、

貝
田
、
川
内
・
西
大
枝
の
5
地

区
を
隈く

ま

な
く
散
策
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
、

地
理
的
条
件
や
建
築
物
、
産
業

の
特
色
な
ど
か
ら
各
地
域
の
成

り
立
ち
を
紐ひ

も

解
き
、
ま
た
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
聞
き
取
り
を

行
い
な
が
ら
、次
々
と
「
お
宝
」

を
発
掘
。
普
段
、
私
た
ち
が
何

気
な
く
生
活
し
て
い
る
「
当
た

り
前
」
の
景
色
も
、
ハ
ン
タ
ー

ら
の
手
に
か
か
れ
ば
、
新
鮮
で

魅
力
的
な
「
お
宝
」
に
変
身
し

て
い
き
ま
し
た
。

白
熱
の
プ
レ
ゼ
ン
バ
ト
ル

　

2
日
目
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
が
ま

ち
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
見

つ
け
た
「
お
宝
」
の
新
し
い
活

用
法
を
検
討
・
提
案
す
る
報
告

会
が
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
報
告
会
は
、

各
ユ
ニ
ッ
ト
の
提
案
を
審
査
員

に
よ
る
採
点
で
競
い
合
う
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。
次
々
と

繰
り
出
さ
れ
る
大
胆
か
つ
斬
新

で
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
に
、
会
場

か
ら
笑
い
が
沸
き
起
こ
る
場
面

も
。
参
加
者
が
ま
ち
づ
く
り
を

「
真
剣
に
楽
し
ん
で
い
る
」
姿

に
、
会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
様
子
は
、
動
画
サ

イ
ト
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
ラ

イ
ブ
配
信
さ
れ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
反
応
や
質
問
に
対
し
て
会

場
か
ら
返
答
す
る
な
ど
、
ラ
イ

ブ
感
あ
ふ
れ
る
視
聴
者
参
加
型

の
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
ほ
し
い
」か
ら「
や
り
た
い
」へ

～
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
ト
ー
ク
～

　

報
告
会
終
了
後
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
株
式
会
社

リ
ノ
ベ
リ
ン
グ
代
表
の
嶋
田
洋

平
氏
を
は
じ
め
、大
島
芳
彦
氏
、

西
村
浩
氏
の
ほ
か
、
東
北
芸
術

工
科
大
学
の
竹
内
昌
義
教
授
、

事
業
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

吉
野
智
和
氏
ら
5
人
に
よ
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

5
人
は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
提

案
に
つ
い
て
総
括
し
、
歴
史
と

産
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た

国
見
町
の
「
風
景
（
＝
お
宝
）」

を
絶
賛
。し
か
し
、ト
レ
ジ
ャ
ー

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
本
質
は
、「
提

案
内
容
の
質
」
で
は
な
く
、
ま

ち
歩
き
を
し
な
が
ら
、
今
あ
る

も
の
を
「
資
源
」
と
し
て
再
認

識
す
る
こ
と
に
よ
る
「
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
※
の
醸
成
」
に
あ

る
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
は
、「
こ
れ
が
ほ
し
い
」
と

他
人
任
せ
に
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
は
「
こ
れ
を
や
り
た

い
」
と
い
う
「
当
事
者
」
意
識

が
重
要
と
指
摘
。
今
後
、
そ
の

「
当
事
者
」
を
町
内
外
に
増
や

し
て
く
必
要
が
あ
る
と
し
た
う

え
で
、
国
見
町
が
持
っ
て
い
る

可
能
性
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

さ
に
大
き
な
期
待
を
示
し
、
こ

の
2
日
間
で
獲
得
し
た
「
戦
利

品
」を
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前

の
景
色
の
中
に
も
、
こ
ん
な
に

も
「
お
宝
」
は
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。あ
な
た
も
ま
ち
の「
お
宝
」、

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

国見流「侍」養成プログラム！
源宗山に残る昭和の街並みや藤田城跡などの空
間資源を活用し、「ないものは自分で作る」とい
う自給自足生活を体験するプログラムを提案。

UNIT   A   藤田地区

空家を活用して「共同生活」＆「訓練」の場を創出！
地区に点在する特色ある家屋（空家）を活用し、
若者が「共同生活」を送りながらやりたいこと
を実現する「訓練（学び）」の場づくりを提案。

UNIT   C   石母田地区

くねくねカートバトル川内杯！
水路によって形成されたくねくねした「道」を
活用し、ゴーカートレースなどのイベントを開
催して、国見町の存在認知と知名度向上を提案。

UNIT   E   川内・西大枝地区

UNIT   D   貝田地区
まち丸ごとサービスエリア「貝田 S

世話焼き

A
アダルト

」
国見サービスエリアと貝田地区の町民のホスピ
タリティを活用し、地区を丸ごとサービスエリ
アに見立て、高速道路利用者の誘客を提案。

村ぐるみでおもてなし「お宿小坂」
宿場町としての歴史の面影が残る風景と、子ども
を地域ぐるみで大切にする小坂地区全域を一つの
宿に見立て、村ぐるみでのおもてなしを提案。

UNIT   B   小坂地区 優勝

動画配信サイト YouTube に報告会の動画がアッ
プロードされていますので、ぜひご覧ください。

国見町　トレハン

参加者の声

上神田　健太さん
UNIT D メンバー

トレジャーハンティングに参加して、国見町には自
分が気付かない魅力がまだまだたくさんあると分か
りました。特に「貝田 SA」の視点は目からうろこで、
新たな価値に気付くことができました。その価値に
アレンジを加えていくことで、新しいまちづくりに
つながっていくのではないかと思います。

各ユニット
からの

※シビックプライド…都市や地域に対する愛着や誇りのこと。

12345（番号順に）UNIT A、B、C、D、E によるユニークなプレ
ゼンテーション　6参加者全員で記念撮影　7優勝した UNIT B のみ
なさん　89まち歩きワークショップの様子

１

2

345

6

7

89
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あ
な
た
の
　
　
は
大
丈
夫
で
す
か
？

空
家

空
地

空
家
・
空
地
を
お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
空
家
・
空
地
の
問
題
。

　
現
在
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
を
は
じ
め
と
し
て

　
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
個
別
に
対
応
し
、

　
建
替
え
や
売
買
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
空
家
・
空
地
は
あ
な
た
の
大
切
な
「
資
産
」
で
す
。

　
適
正
な
管
理
・
活
用
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

☑
国見町には都市計画法による区域の設定がされ
ています。藤田・山崎などの一部を除き、国見
町の大部分が「市街化調整区域」となっており、
建替えが制限されています。そのため、売買が
できなかったという事例もあります。

お住まいの用途区域、知っていますか？

☑
人が住まず管理しない状況が続くと、建物は急
激に劣化します。管理不全となった建物は、町
では法律などに基づき「特定空家」の指定を行
います。「特定空家」になると、宅地に対する
固定資産税の減免を受けることができません。

空き家を適正に管理していますか？

☑
居住者がいなくなると、雑草が生い茂ったり、
樹木が隣接地に繁

は ん も

茂するなど生活環境の悪化が
懸念されます。また、住宅の壁や屋根などの部
材が剥

は

がれ、動物の住みかとなったり、強風時
に近隣の住宅を壊すなどの事例もあります。

住宅や庭などの状況は確認していますか？

　倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態
　著しく衛生上有害となるおそれのある状態　　　  

などの空家「特定空家」とは

あ
　
き
　
や

あ
　
き
　
ち

「特定空家」と判断されたものは、助言または指導、勧告、命令、代執行の行政措置
が行われます。代執行が行われた場合、かかった一切の費用を所有者に請求します。

空家・空地を放置しておくと、
あなたの大切な資産を大きく損なう可能性があります。
適正に管理・活用しましょう。

空家・空地を　　　する活 用
空家バンクに登録してみませんか？

空家バンクは、空家の賃貸・売却を希望する所有者からの情報を集約し、
空家の利活用を希望する人に紹介する制度です。

自身が使う予定がなくても、他の人にとっては需要があるかもしれません。
空家の期間が短いほど、リフォームや修繕が少なく、新たな居住者が住み
やすくなります。積極的な活用を検討してみましょう。

住宅を適正に　　　する管 理

町では、「空家を売りたい（貸したい）」「空家を買いたい（借りたい）」といった相談を受け付けています。
■空家を売りたい（貸したい）
　建築確認申請時の書類を持参してください。お持ちでない場合は権利証（登記簿）や課税に関する書類を
　持参してください。
■空家を買いたい（借りたい）
　希望を伺い、町で相談を受けている物件を紹介します。
　※町ではマッチングまでをサポートし、当事者間の交渉・契約には関与しません。

【まずはご相談ください】

住宅のことで悩んでいる人、空家・空地の利活用などを検討している人は、
お気軽に建設課までご相談ください。

問建設課管理係　☎ 585-2972

　昭和 56 年 5 月以前に建築された木造住宅を対象に、「耐震診断」と「耐震改修」を支援します。
　■ 国見町耐震診断者派遣事業
　　建築士が耐震診断を行い、耐震改修計画の策定と改修時概算費用を算出。町では個人負担額 6 千円で実施。
　■ 国見町耐震改修支援事業
　　全面改修の場合、最大 100 万円補助。簡易改修・部分改修は最大 60 万円補助。

　その他にも県や町では、住宅の改修・改築、取得などに関するさまざまな支援事業を行っていますので、
　積極的な活用をご検討ください。
　※各支援事業には上限枠等がありますので、問い合わせください。

古民家のように手を入れて大切に使えば、何十年、何百年と使用できる住宅。
適正な管理をすることで、資産としての価値を維持し、将来的な活用につ
なげることができます。

適正な管理とは
住宅（空家）は個人の資産です。所有者または管理者には適正に管理する「責務」があり、定期的に状況を
確認し、メンテナンスを行い、従前どおりの状態を維持することが求められます。また、相続した場合などに、
速やかに土地・建物の登記手続きを行い、権利関係を整理しておくことも大切な「管理」のひとつです。

支援制度をご活用ください

全国版空家バンク
全国の空家情報が登録されており、広域的なエ
リアでマッチングが可能。インターネットでも
検索できます。町では希望に応じて登録します。

国見町空家バンク
町内の空家情報を登録します。来庁された方と
直接話をしながら、空家の所有者と利活用希望
者の橋渡しをします。

強風で腐食した庭木が
倒れて道路を封鎖

市街化区域外には
田園が広がる国見町

「特定空家」になる前に
適正な管理を

きちんと把握しておきましょう

まずは現状の把握を

重大なリスクに発展する可能性も
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1　国見町の相談会場において、職員による申告相談を受けてください。
　　または、会場内「確定申告書等作成コーナー」を利用ください。年金、給与に限りパソコン操作
　　支援が可能です。

2　e-Tax（国税電子申告・納税システム）により、インターネット環境を利用して申告が可能です。
　　会場に出向くことなく申告相談会場開設前から、原則 24 時間利用できます。インターネットに
　　よる申告のため、郵送の手間が要りません。
　　※個人番号カードと IC カードリーダが必要です。IC カードリーダは電器店でお求めください。
　　※電子申告ではなく、作成・出力した申告書を提出することも可能です。
　　問 e-Tax 作成コーナーヘルプデスク　☎ 0570-01-5901
　　　（午前 9 時から午後 8 時、平日および期間中の日曜日）
　　　　
3　税務署が開設する申告相談会場『ウィル福島』での申告
　　・期間　2 月 16 日金から 3 月 15 日木（土日を除く。2 月 18 日日と 2 月 25 日日は開設します） 
　　・時間　午前 9 時 30 分から午後 4 時 　　　　　
　　・会場　ウィル福島　アクティおろしまち（旧卸町会館：福島市鎌田字卸町 10-1） 
　　　　　　会場開設前は、税務署内を含め申告相談会場を設置していません。
　　※申告相談会場は大変混雑しますので、 開設時間内に申告書を作成できるよう、午後 3 時前の
　　　来場にご協力ください。会場の混雑状況によっては、早めに相談受付を終了する場合がありま
　　　すのでご了承ください。
　　問福島税務署　☎ 534-3121（代表）　※自動音声案内で「0」番を選択してください。

4　郵送・持参による提出
　　・提出先　福島税務署または国見町税務課
　　※福島税務署へ持参提出される場合、税務署玄関前の文書収受箱への投函が可能です。
　　※国見町申告相談会場への持参提出も可能です。その際、相談は不要です。

5　東北税理士会福島支部主催の『確定申告および税の無料相談会』が開催されます。
　　申告書は、別途税務署または町に提出してください。
　　①福島市駅前会場
　　　・日時　2 月 23 日金・24 日土午前 10 時から午後 4 時
　　　・会場　ユニックスビル 8 階（福島市栄町 6-6）
　　②サンライフ福島会場
　　　・日時　2 月 23 日金午前 10 時から午後 4 時
　　　・会場　サンライフ福島（福島市北矢野目字檀ノ腰 6-16）
　　③福島税務相談所
　　　・日時　2 月 16 日金から 3 月 12 日月午前 9 時 30 分から午後 4 時（土日・2 月 23 日金を除く）
　　　・会場　福島県税理士会館内（福島市森合町 14-29）
　　問東北税理士会福島支部　☎ 534-3904

で
金

税
築

豊
町づ く りか な

く

がはじまります

期間　2 月 15 日木 から  3 月 15 日木（土日を除く。）
　　　午前の部　午前 9 時から（受付：午前 11 時 30 分まで）
　　　午後の部　午後 1 時から（受付：午後 4 時 30 分まで）

会場　観月台文化センター  3 階 第 1 研修室

確 定
申 告

税務署からの確定申告書（封筒・はがき）および町からの「案内はがき」が届いていない場合でも、
次に該当する方は申告が必要となります。
　①「農業、営業などの事業を営んでいる」「地代、家賃、配当などの所得がある」
　②「給与収入が 2 千万円を超える」「給与のほかに所得がある」「2 カ所以上から給与を貰っている」
　　  「年末調整ができなかった」
　③「公共事業のために土地や建物を譲渡した」　場合など

→次の方は「簡易申告書」を提出してください。
　・無収入の方
　・収入が遺族（障害）年金、雇用保険（失業給付金）に限る方
　申告相談を経ることなく町申告会場または税務課（役場庁舎１階）に提出してください。

ご確認ください 
　確定申告書にはマイナンバー（個人番号）の記載が必要になります。
　マイナンバーのわかるもの（個人番号カードまたは通知カード）と
　本人確認ができる身分証明書（運転免許証等）を持参してください。

確定申告書（封筒）または町から送付された「所得申告相談について（案内はがき）等」の必要書類
を持参し、期限内に申告してください。

問税務課課税係　☎ 585-2778 ／申告相談会場　☎ 585-1083（申告相談開催期間のみ）

①混雑を避けるため、指定期日（1 月下旬に各戸配布したチラシおよび町ホームページに掲載）に申
　告相談されますよう協力をお願いします。
②会場（控室）に入場する際に、整理番号札を各自お取りいただき、順番となるまでお待ちください。
　なお、同番号札は次の 2 種類があり、ご自身の申告内容により選んでください。
　　a）給与、年金等簡易な申告によるもの
　　b）農業を含む事業所得等、上記 a）以外のものすべて
③福島税務署（会場：ウィル福島アクティおろしまち［旧卸町会館］）で申告される方や税務署から案
　内のある方は、国見町で申告相談する必要はありません。また、ご自身で申告書を作成される方は、
　申告相談を受けることなく「郵送または持参」により申告書の提出が可能です。

申
告
が
必
要
な
方

所得税・住民税の申告相談会
　
所
得
税
確
定
申
告
の
方
法
　
各
自
可
能
な
方
法
で
余
裕
を
持
っ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に
関
す
る

お
願
い

【標語】八島遼馬さん（県北中 2 年）

（平成 29 年度税に関する作品コンクール入賞作品）

税務署から確定申告のお知らせ
申告と納税

消費税及び地方消費税（個人事業者）
平成 30 年４月２日月まで

所得税及び復興特別所得税・贈与税
平成 30 年３月 15 日木まで

医療費控除の改正
領収書の提出の代わりに

医療費控除の明細書
の添付が必要となりました。

「医療費控除の明細書」は、
確定申告書作成コーナーで作成できます。

領収書は
自宅で
5年保存

確定申告書の作成
国税庁ホームページ

確定申告書等作成コーナー
から申告書を作成

ネットで送信（e-Tax）

プリントアウトして送付

作成コーナー

マイナちゃん

▼国税庁 HPマイナンバー

3 月 4 日日は申告相談を行います
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第 3 回鹿島神社例大祭フォトコンテスト
入賞作品が決定

国見小学校
（1 年生）

【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

Vol.8

　1 月 28 日、大木戸ふれあいセンターにて「大木
戸地区まるごと博物館」の成果報告会が開催され、
約 40 人が参加しました。福島大学の学生 13 人は、
この 1 年間、大木戸地区に入り、現地視察や文献
調査、住民の方からの聞き取り調査を重ね、地域
に残る歴史文化遺産について以下の 4 テーマにま
とめ、発表しました。

福大生が成果を報告

大木戸地区まるごと博物館

　第 3 回鹿島神社例大祭フォトコンテスト表彰式が 12 月 23
日、国見町役場で行われました。
　今年は町内外から 18 作品の応募があり、12 月 13 日に行わ
れた審査会において、最優秀賞 1 点と優秀賞 4 点が選ばれま
した。表彰式では、最優秀賞を受賞した佐藤尚久さんをはじめ、
受賞者のみなさんに山崎健吉国見伝統文化保存会長から表彰
状が手渡されました。
　なお、入賞作品は次のとおりです（敬称略）。

　会場からは、かつての祭りや風習を懐かしむと
ともに、4 テーマ全てが現在につながる事で、地
域を維持させるためには必要なことばかりであっ
たのでは、との感想が出されました。また、指導
教員の阿部浩一教授（行政政策学類文化史担当）
からは、協力いただいた地区のみなさんへの御礼
と、学生の発表が地域に残る歴史文化遺産の継承
の一助となればとのコメントがありました。

　1 月 13 日、桜の聖母短期大学食物栄養専攻 1 年
生 35 人が、貝田地区を訪れ、養蚕住宅見学、か
まどでの炊飯、あんぽ柿加工、地域の郷土料理な
どを学びました。学生のみなさんからは「貝田の
自然・街並みと歴史・人の温かさに魅力を感じた」

「凍み文化などの昔ながらの食材、料理を学ぶこと
ができた」「歴史的建造物など貴重なものを見せて
もらい感動した」などの感想が聞かれました。

◀
国
見
石
の
か
ま
ど
を
使
っ
て
ご
飯

　

を
炊
く
学
生

▲秋葉神社で記念撮影する学生と
　貝田地区のみなさん

阿部　煌稀

①史跡や文献記録から、大木戸が大木戸である由
　縁を探った「大木戸の歴史」
②江戸時代の村をベースとし、現在まで地域に根
　差した自治組織として続く大字大木戸区会の歴
　史と意義を考えた「大木戸区有文書について」
③個人所蔵のアルバムから地域の人々が共同で
　行ってきた作業についてまとめ、地域の結（ゆい）
　について考えた「古写真にみる大木戸地区」
④身近にある様々な場面で多様な信仰や祈りが存
　在し、信仰をもとに互助的な講（こう）が組織さ
　れてきた歴史を調べた「大木戸の信仰と民俗」

桜の聖母短期大学の女子大生

貝田の歴史と食文化に学ぶ

　今回参加した
学生のみなさん
に は、 今 後、 国
見特産の果物を
活かしたスイー
ツ開発など、町
の「食と情報発
信」に協力いた
だく予定です。

町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百年
後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」の取り組み
を進めています。町や地域が行うこの取り組みについて、毎月お伝えし
ていきます。

期間　2 月 1 日木から 3 月 31 日土※休館日を除く

会場　あつかし歴史館　第 2 研修室
あつかし歴史館で成果を展示します
当日の発表内容について、特設展示を行います。

◀
学
生
の
報
告
に
聴
き
入
る
参
加
者

◀
地
域
総
出
で
行
っ
た
屋
根
の

　

葺ふ
き

替
え
作
業

佐藤尚久　
『それ～行くぞう』

氏家勝治　『笑顔と照れ屋』 佐藤敏子　『華やかな舞』

武田幸吉　『祭りの花形』 吉田光江　『躍る山車』

最 優 秀 賞 優 秀 賞 （ 4 点 ）

最優秀賞を受賞した佐藤さん（右）

菊地　莉愛

モイヤ　オリベイラ 紺野　翔
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講演会には多くの人が訪れました

みんなが安心して暮らせるまちへ
　認知症ケア講演会
　認知症ケア講演会が 1 月 13 日、公立藤田総合病院で開かれ、
町民や医療・介護・福祉従事者など約 200 人が参加しました。
　講演会は東京都健康長寿医療センター研究所の枝広あや子
先生を講師に、「最後まで口から食べるために～認知症の人へ
の食の支援のポイント～」と題して行われ、参加者は熱心に
聞き入り、認知症に対する理解を深めていました。

おいしいおせちを食べて元気に過ごしてください

まごころ込めて
　おいしいおせちをお届けしました
　国見町社会福祉協議会と国見町赤十字奉仕団は 12 月 27 日、
町内の一人暮らし高齢者世帯におせち料理を配達しました。
　この日は、赤十字奉仕団員 30 人が作った約 200 個のおせち
料理を、各地区の民生児童委員が一軒一軒訪問し、「良い年を
迎えてください」などと声を掛けながら手渡しました。受け
取ったみなさんは「心待ちにしていました」と喜んでいました。

飛躍の年になりますように

今年の飛躍を誓う
　新春賀詞交歓会
　新年恒例の新春賀詞交歓会が 1 月 4 日、みらいホール国見
で開かれ、約 130 人が参加しました。
　賀詞交歓会では、太田久雄町長が「道の駅を核として交流人口
の拡大、人口減少対策などを進めていきます。オール国見の精神
でご支援をお願いします」とあいさつ。松浦幹男町内会長連絡協
議会長の発声で乾杯し、参加者はさらなる飛躍を誓いました。

太田町長の検閲を受ける消防団員

火災のない町を目指して
　国見町消防団出初式
　国見町消防団の出初式が 1 月 7 日、上野台運動公園で行われ、
消防団員と女性防火クラブ員ら約 200 名が参加しました。
　出初式では、通常点検や機械器具点検などが行われ、団員
は日頃の訓練の成果を披露しました。佐藤誠団長は「消防団
としての責任と自覚を持ち、地域住民の期待と信頼に応えら
れるよう尽力します」と訓示を述べ、決意を新たにしました。

「読んで勉強します」とお礼を述べた曵地さん（中央）

町の伝統芸能を子どもたちへ
　『内谷太々神楽ものがたり』を贈呈
　町指定無形民俗文化財「内谷春日神社太々神楽」の由来や
歴史をマンガで分かりやすくまとめた冊子『内谷太々神楽も
のがたり』の贈呈式が 1 月 17 日、国見小学校で行われました。
　贈呈式では、内谷太々神楽保存会の佐藤清二会長から児童代表
の曵地巧磨さん（6 年）へ冊子が手渡され、その後「子ども太々
神楽教室」の児童らが全校児童を前に迫力ある舞を披露しました。

鉋
かんな

で木を削って “ マイ箸 ” 作りに挑戦！

親子で楽しく木工体験
　木育親子木工セミナー
　木育親子木工セミナーが 1 月 21 日、道の駅国見あつかしの
郷で開催され、町内の 10 組の親子 31 人が参加しました。
　セミナーでは、有限会社白井木工所の白井貴光代表取締役ら
を講師に、伝統工芸の組子細工によるコースターや手作り箸の
木工体験が行われました。参加した親子は、木のぬくもりや優
しい質感を楽しみながら作品を完成させていました。

“ 交通遺児のために役立てて ”
　寄付ありがとうございました
　町内に住む野村義悦さんが 1 月 10 日、国見町役場を訪れ、
町に対して寄付をされました。
　野村さんは、交通遺児育成に役立ててほしいとの目的で、平
成 24 年から毎年町に寄付をされています。野村さんから寄付
を受け取った太田久雄町長は「有効に活用させていただきます」
と感謝の言葉を述べました。太田町長に寄付を手渡す野村さん（右）

　町民生児童委員女性部などの協力により、町内各地区で運営
されているいきいきサロンで製作された作品の展示会が 1 月 9
日から 26 日まで、道の駅国見あつかしの郷で開かれました。
　展示スペースには、おひなさまや蓮の花の折り紙、今年の
干

え と

支の犬の押絵、絵付こけしなど 200 点以上の作品が並び、
多くの来場者が足を止め、多彩な作品を楽しんでいました。

多彩な作品で来場者を魅了
　いきいきサロン作品展

作品を紹介するサロンの菊地千津子女性部長（右）ら

国見町役場庁舎が優秀賞に輝く
　第 34 回福島県建築文化賞

内堀知事（左）から表彰状を受け取る太田町長（中央）

　第 34 回福島県建築文化賞の表彰式が 1 月 22 日、杉妻会館で
行われ、国見町役場庁舎が優秀賞を受賞しました。
　表彰式には、太田久雄町長をはじめ設計・施工関係者が出席
し、内堀雅雄福島県知事から賞状が手渡されました。新庁舎は
町産材を活用したハイブリット構造を公共施設として初めて採
用し、木のぬくもり溢れる空間づくりが高く評価されました。

奨励金を手に活躍を誓う佐藤さん（左）と引地さん（右）

がんばるみなさんを応援
　国見町青少年育成町民会議奨励金交付
　国見町青少年育成町民会議は 12 月 27 日と 1 月 16 日、県大
会や東北大会に出場する 2 人に奨励金を交付しました。

【第 45 回福島県アンサンブルコンテスト】団体・佐藤夏（高 2）
【第 49 回東北高等学校インドアソフトテニス大会（兼第 43 回

全日本高等学校選抜ソフトテニス大会東北地区予選会）出場】
ダブルス・引地佑菜（高 1）
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　町では、食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育教
室を開催しています。1 月は 7 回開催しました。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 29 年 12 月生まれ）
・9 か月児（平成 29 年 6 月生まれ）

4 月 26 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 45 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

4 月 18 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申込みください。

食育 シリーズ

落とさないようにしっかりつかんで…
（負けないぞ！）（負けないわ！）

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

  親子体操教室を開催します

　町食生活改善推進員のみなさんは、12
月 26 日に親子クッキング教室を開催しま
した。その中で好評だった「れんこんバー
グ」を紹介します。

①ひじきは軽く洗い水で戻し、水気を切っておく。れんこん
　は 5mm 角に切り、長ねぎはみじん切りにする。
②ボウルにひき肉と A を入れよく練る。粘りが出たらひじき、
　れんこん、長ねぎを加え混ぜ 4 等分にし、小判型にまるめる。
③フライパンに油を入れて熱し、②を入れ焼く。焼き色がつ
　いたら裏返し、ふたをして弱火で焼く。
④フライパンの余分な油をキッチンペーパーでふき、混ぜ合
　わせた B を加え、照りがでるまで煮からめる。
③皿に盛りつけてタレをかける。

カ ン タ ン
レ シ ピ

A
酒 大さじ 1/2
塩 小さじ 1/4
片栗粉 大さじ 1

B

酒 大さじ 2
みりん 大さじ 1
醤油 大さじ 1
砂糖 大さじ 1/2

材料　4 人分

れんこんバーグ
作り方

  忘れずに記入・提出を　『健康管理世帯調査台帳』
　町では、町民のみなさんが心豊かで健康な生活を過ごせるよう健康づくりの一環として、毎年各種検診を実
施しています。
　そこで、受診希望の有無を把握するため、健康管理世帯調査台帳の記入をお願いします。なお、記入説明書
および健康管理世帯台帳は、地区の健康推進員を通じて全世帯に配布します。回収は健康推進員の指定した期
日までに提出してください。また、各種アンケートを同封しますので、併せて回答にご協力ください。

　3 月のニコニコ相談会では 3B 体操の先生をお招きして、親子体操教室を開催します。また、希望者には身
体計測を行いますので、母子健康手帳を持参してください。参加希望の方は、保健福祉課保健係までご連絡く
ださい。みなさんの参加をお待ちしています。

　　　　日　時　 3 月 7 日水　午前 10 時から午前 11 時 30 分
　　　　場　所　 観月台文化センター　第１和室
　　　　講　師　 公益社団法人日本 3B 体操協会　

どこで育つかみんなで考えてみよう！
3 色バランスよく食べようね

年長組
テーマ

「豆つかみゲーム」

年少組
テーマ

「どこで育つ
野菜かな？」

年中組
テーマ

「3 つの色の
働きについて」

鶏ひき肉 320g

れんこん 50g

芽ひじき（乾） 4g

長ねぎ 50g

サラダ油 大さじ 1/2
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・
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医
療
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控
除

　

所
得
税
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定
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や
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に
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し
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で
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に
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▼
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▼
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鑑
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祉
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介
護
係

☎
５
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２
１
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心
の
健
康
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室

　

あ
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は
、
職
場
や
学
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、

家
族
に
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談
が
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で
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あ
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一
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で
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ま
ず
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か
せ
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

3
月
17
日
土
午
前
10

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

お
知
ら
せ

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
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第
2
和
室

▼
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た
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く
だ

さ
い
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申
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９
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の
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女
性
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か
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経
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妊
娠
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メ
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ル
、
更
年
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障
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保
健
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す
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あ
な
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健
師
が
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応
し
ま
す
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▼
相
談
時
間　
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午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
相
談
窓
口　

県
北
保
健
福
祉

事
務
所　

専
用
コ
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ル

☎
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自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続

き
は
、
毎
年
3
月
に
集
中
し
、

農業委員会からの
お知らせ

　2 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。

　◆日　時　2 月 16 日金
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室

　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

くらしの情報

窓
口
や
車
検
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
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土
地
改
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区

農
地
異
動
届

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

の
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利
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賦
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は
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毎
年
4
月
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ど
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だ

さ
い
。

▼
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合
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水
利
費
の
支
払
義
務
者
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
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伊
達

西
根
堰
土
地
改
良
区

☎
５
８
２
‐
２
３
１
９

支給内容変更の主な背景
　現役世代の減少による将来的な町税収入の減少が予測される中、
　・高齢者福祉に係るあらゆる経費の増大が見込まれていること
　・減少が見込まれる将来世代に対する負担を軽減するため
　・県内及び近隣市町村と比較して、国見町の敬老祝金が高水準であること　など

現
　
行

変
更
後

① 85 歳以上の人に毎年 10,000 円

② 99 歳以上の人に毎年 200,000 円

① 90 歳（卒寿）の人に 10,000 円
② 99 歳（白寿）の人に 50,000 円
③ 100 歳（百寿）の人に 200,000 円※

　　　　   ※施設入所者は 50,000 円

町では、高齢者福祉の増進を目的として国見町敬老祝金支
給条例に基づき敬老祝金を支給していますが、近年高齢

化が進展し、対象者数や事業費が今後さらに増加することが
予測されることから、条例を改正し、今年 4 月から支給内容
を変更します。この条例の改正は、昨年 12 月開催の町議会定
例会において可決されました。

変わります

敬老祝金

財源の今後の活用は？
　敬老祝金の支給内容変更によって生まれた財源は、既存事業の充実などに活用されます。

経過措置
　・9 月 15 日現在で満 86 歳から 98 歳までの人（満 90 歳を除く。）に 5,000 円を平成 30 年度から 3 年間支
　　給します。ただし、支給開始年齢を毎年 1 歳ずつ引き上げます。
　・満 101 歳以上の人に 50,000 円を平成 30 年度から 3 年間支給します。

経
過
措
置

平成 30 年度
年齢 満 86 歳～ 89 歳 満 90 歳 満 91 歳～ 98 歳 満 99 歳 満 100 歳 満 101 歳以上

金額 5,000 円 10,000 円 5,000 円 50,000 円 200,000 円※ 50,000 円

平成 31 年度
年齢 満 87 歳～ 89 歳 満 90 歳 満 91 歳～ 98 歳 満 99 歳 満 100 歳 満 101 歳以上

金額 5,000 円 10,000 円 5,000 円 50,000 円 200,000 円※ 50,000 円

平成 32 年度
年齢 満 88 歳～ 89 歳 満 90 歳 満 91 歳～ 98 歳 満 99 歳 満 100 歳 満 101 歳以上

金額 5,000 円 10,000 円 5,000 円 50,000 円 200,000 円※ 50,000 円

平成 33 年度
以降

年齢 満 89 歳以下 満 90 歳 満 91 歳～ 98 歳 満 99 歳 満 100 歳 満 101 歳以上

金額 廃止 10,000 円 廃止 50,000 円 200,000 円※ 廃止
※施設入所者は 50,000 円

すべての世代のみなさんが安心して
暮らせる社会を目指します。

4 月から

4 月からの支給内容
　今年 4 月から、敬老祝金の支給内容を次のとおり変更します。

　また、敬老会における数え年 80 歳（満 79 歳）の人への記念品贈呈を廃止します。
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くらしの情報

「心配ごと相談」
   開催日　  3 月 8 日木、22 日木

   時　間 　 午前 9 時から正午

   場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　3 月 20 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

3 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,342 人　（△ 9）
　　  男　　    4,491 人　（△ 5）
　　  女　　    4,851 人　（△ 4）　
　　世帯　　  3,417 世帯（+9）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 30 年 1 月 1 日現在）

戸籍の窓口からのお知らせ

戸 籍 の 窓 口
12 月 21 日～ 1 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）まで連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

●誕 生 お め で と う ●　

くらしの情報

●結 婚 お め で と う ●　
德江　雄太さん
長澤　智美さん （ 宮 東 ）

小野　美
み さ き

咲ちゃん
政之さん　美子さん （ 第 1 ）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

　平日木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫ 2 月 15 日、22 日
　　　　　　　　 3 月 1 日、8 日、15 日、22 日、29 日

≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係まで問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

菊地　柚
ゆ ず は

巴ちゃん
健人さん　なつみさん（ 駅 前 ）

阿部　心
こ は る

晴ちゃん
雄太さん　彩乃さん （ 大 坂 ）

遠藤　朋也さん
飯畑　佑実香さん （ 光 明 寺 ）

訂正とお詫び

1 月 9 日発行の「広報くにみ 1 月号」において、P13 笑顔のひろ
ば（くにみ幼稚園生活発表会）の掲載写真の一部に前年度の写
真が使用されていました。お詫びして訂正します。

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
で

は
、
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
職
員

採
用
試
験
の
概
要
や
先
輩
職
員

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
奮
っ
て

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

3
月
7
日
水
午
後
3

時
か
ら
午
後
5
時

▼
会
場　

福
島
大
学

▼
参
加
申
込　

事
前
予
約
が
必

要
で
す
の
で
、
東
北
地
区
国
立

大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
実

施
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込
み
く
だ

さ
い
。

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
事
務
室

☎
０
２
２
‐
２
１
７
‐

５
６
７
６

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金

を「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

が
サ
ポ
ー
ト

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
は
高
校
・
大

　

平
成
31
年
3
月
、
新
規
に
大

学
等
を
卒
業
予
定
の
人
を
対
象

に
、
福
島
県
内
に
就
業
場
所
が

あ
り
、
参
加
対
象
学
生
を
正
社

員
と
し
て
採
用
す
る
計
画
の
あ

る
事
業
所
の
企
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時　

3
月
8
日
木

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
40
分

・
各
種
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト

　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
50
分

・
合
同
企
業
説
明
会

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時

▼
会
場　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
（
郡
山
市
）

▼
そ
の
他　

①
事
前
申
込
み
不
要
で
す
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間

前
ま
で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人

事
担
当
者
等
が
事
業
概
要
等
の

会
社
説
明
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・

情
報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
５
２
９
‐
５
３
９
６

学
等
へ
入
学
ま
た
は
在
学
す
る

学
生
・
生
徒
の
保
護
者
向
け
の

公
的
融
資
制
度
で
す
。
入
学
時

や
在
学
中
に
か
か
る
費
用
の
融

資
を
固
定
金
利
で
利
用
で
き
ま

す
。

▼
対
象
者
　
融
資
の
対
象
と
な

る
学
校
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る

方
の
保
護
者
で
、
子
ど
も
の
人

数
に
応
じ
た
世
帯
年
収（
所
得
）

上
限
額
を
超
え
な
い
人

▼
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人

に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

▼
利
率　

年
1
・
76
％

▼
返
済
期
間　

15
年
以
内

▼
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等

返
済

▼
優
遇
制
度　
「
母
子
家
庭
」、

「
父
子
家
庭
」、「
交
通
遺
児
家

庭
」、「
世
帯
年
収
２
０
０
万

円
（
所
得
１
２
２
万
円
）
以
内

の
人
」
ま
た
は
「
子
ど
も
3
人

以
上
の
世
帯
か
つ
世
帯
年
収

５
０
０
万
円
（
所
得
３
４
６
万

円
）
以
内
の
人
」
は
、
返
済
期

間
の
延
長
や
金
利
の
低
減
な
ど

の
優
遇
制
度
が
あ
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

桵澤　宏市さん 70 （ 並 柳 ）

大野テツイさん 94 （国見の里）

佐久間綾子さん 87 （ 第 1 2 ）

齋藤　キヨさん 91 （ 山 根 ）

鈴木　カンさん 97 （ 大 町 北 ）

松浦　　功さん 77 （ 大 木 戸 ）

佐藤　秀男さん 85 （ 小 坂 ）

後藤　正昭さん 74 （ 高 城 ）

国見町応援大使

ふたりライブ
in 道の駅

　東日本大震災から 7 年、国見町は「オール国
見」で復興への道を進んでいます。その国見町
を応援していただいている町応援大使の “ ふた
り ” が、町の復興のシンボル・道の駅国見あつ
かしの郷で応援ライブを開催します。ぜひ、来
場ください。

 日時　3月 11日日   1 回目　午前 11 時から
　　　　　　　　          2 回目　正午から
 　　　　　　　　　　※各回 30 分程度

 会場　道の駅国見あつかしの郷　イベント広場

観覧無料

ふ
く
し
ま
大
卒
等
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス

平
成
30
年
度
東
北
地
区

国
立
大
学
法
人
等
オ
ー

プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
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行事のお知らせ

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

  

お
正
月
行
事
を
体
験

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
が
12

月
25
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
教
室
生
31
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

お
正
月
の
伝
統
文
化
を
通
じ

て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
高

橋
竹
峰
先
生
と
手
習
い
ク
ラ

ブ
、
墨
華
の
会
の
み
な
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
冬
休
み
の
課
題

で
も
あ
る
書
初
め
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
筆
の
基
本
的

な
扱
い
や
姿
勢
、
課
題
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
習
い
、
真
剣
に
書

き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

一筆入魂！

みんなでぺったんぺったん♪

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

  

日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
が

12
月
23
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
寿
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
の
世
代
間
交
流
事
業

と
し
て
、
毎
年
恒
例
の
餅
つ
き

子
ど
も
司
書
講
座

  

お
は
な
し
会
に
向
け
て
練
習
中
！

と
お
正
月
遊
び
を
し
ま
し
た
。

　

寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
み
な
さ

ん
に
前
日
か
ら
準
備
し
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
臼
と
杵

を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き

を
見
学
し
た
後
、
千
本
杵
で
餅

つ
き
を
体
験
。
つ
き
た
て
の
餅

で
お
雑
煮
と
あ
ん
こ
餅
を
作

り
、
み
ん
な
で
賑
や
か
に
味
わ

い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
手
で

つ
い
た
餅
の
お
い
し
さ
は
格
別

で
、
子
ど
も
た
ち
は
「
も
っ
と

食
べ
た
い
！
」
と
何
度
も
お
か

わ
り
し
て
い
ま
し
た
。

誰が一番早かった？

2 月 9 日 金 成人学級閉講式
10 日 土 少年仲間づくり教室閉講式

文化講演会
みみずく　おはなし会

13 日 火 子ども移動図書館（国見小３年生）
15 日 木 子ども移動図書館（国見小２年生）

陶芸教室
17 日 土 子ども司書講座⑨閉講式
18 日 日 国見ジュニア応援団解団式
19 日 月 子ども移動図書館（国見小１年生）

男の料理教室
22 日 木 ブックスタート
23 日 金 日本酒入門講座
24 日 土 くにみっ子わんぱく広場閉所式
25 日 日 スキー教室
27 日 火 阿津賀志学級閉講式
28 日 水 女性教室閉講式

3 月 1 日 木 陶芸教室
5 日 月 休館日
7 日 水 子ども移動図書館（国見小１年生）
8 日 木 子ども移動図書館（国見小２年生）

10 日 土 みみずく　おはなし会

　

お
正
月
遊
び
は
「
福
笑
い
」

と
「
ジ
ャ
ン
ボ
国
見
民
話
か
る

た
と
り
」
を
行
い
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
の
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

第
7
回
子
ど
も
司
書
講
座
が

1
月
13
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
読
み
聞
か
せ
の
仕

方
を
覚
え
よ
う
」「
お
は
な
し

会
を
作
っ
て
み
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
福
島
子
ど
も
の
本
を
ひ

ろ
め
る
会
の
瓶
子
美
千
子
会
長

を
講
師
に
迎
え
、
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
な
が
ら
、
読
み
聞
か
せ
の

対
象
年
齢
に
あ
わ
せ
て
本
を
選

び
、
構
成
を
考
え
、
練
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
練
習
の
成
果

は
2
月
17
日
、
く
に
み
幼
稚
園

と
も
も
た
ん
広
場
で
行
わ
れ
る

「
お
は
な
し
会
」で
発
表
し
ま
す
。

手
相
入
門
講
座

  

町
民
応
援
講
座

　

手
相
入
門
講
座
が
12
月
か
ら

1
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
講

座
生
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

占
い
の
学
校
・
東
明
学
院
専

任
講
師
の
稲
辺
美
代
子
氏
を
迎

え
、「
手
相
の
全
体
像
」「
運
命

線
」「
財
運
線
」
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
、
参
加
者
は
真
剣
に

自
分
や
他
の
参
加
者
の
手
を
見

つ
め
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

相
の
見
方
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
「
早
速
家
族
の

手
相
を
見
て
み
ま
す
」
と
意
気

込
ん
で
い
ま
し
た
。

冬
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

  

子
育
て
応
援
講
座

　

冬
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
が
12
月
26
日
に
行
わ
れ
、
6

組
の
家
族
17
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
町
の
管

理
栄
養
士
・
食
生
活
改
善
推
進

員
の
み
な
さ
ん
を
講
師
に
、『
国

見
町
食
卓
図
鑑
』
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
郷
土
料
理
「
ひ
き
な
炒い

り
」「
け
ん
ち
ん
汁
」
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

他
に
も
「
ロ
ー
ル
サ
ン
ド
」

「
照
り
焼
き
れ
ん
こ
ん
バ
ー
グ
」

を
作
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
お
い
し
い
大
満
足
の
料
理

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

観月台文化センター図書室・児童室
臨時閉館のお知らせ
蔵書点検・本の修理のため次の期間閉館します。
ご理解、ご協力をお願いします。

閉館期間：3 月 19 日月から 3 月 23 日金

どの絵本にしようかな？

上手にできました♪

自分の手相を真剣に見つめる参加者

▶活動内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
　※登録後は、学校からの支援要請に応じてコー
　　ディネーターから連絡します。
　※学校支援は原則無償ですので、活動内容にか
　　かわらず謝礼金はありません。
▶ボランティアの登録方法
　事務局備え付けの登録用紙に必要事項を記入し
　て提出してください（FAX 可）。
　※現在ボランティア登録（団体登録も含む）して
　　いる人も、再度提出をお願いします。
▶事務局・問い合わせ
　問生涯学習課（観月台文化センター）
　　　　　　　　☎ 585-2676 ／ FAX585-2707
　問学校教育課　☎ 585-2892 ／ FAX585-2181

環境整備

学校応援ボランティアは、学校・家庭・地域が一
体となって子どもたちを育てることを目的とし

た、「地域の学校応援団」です。学校では、もっと多
くの地域のみなさんの力を必要としています。子ども
たちの笑顔のために、あなたの知識や経験、時間を活
かしてボランティア活動をしてみませんか？

登下校の見守り読み聞かせ
町探検見守り

藤田保育所・くにみ幼稚園・国見小学校・県北中学校

学校応援ボランティア募集 くにみももたん広場に来たみんなに、
子ども司書のお兄さんお姉さんが
おはなし会をします。ぜひ来てみてくださいね！
　日時　2 月 17 日土午前 11 時頃 ( 第 1 回開館時 )
　場所　くにみももたん広場
　
　問国見町観月台文化センター　☎ 585-2676

参加費無料 申込み不要 参加自由

子ども司書おはなし会

23 22
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日 月 火 水 木 金 土
9 10

・広報くにみ
2月号発行日

・成人学級閉講式
・いきいきサロン

第8・9（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室閉講式

・文化講演会

11 12 13 14 15 16 17
建国記念日 振替休日

・野﨑洋光講演・
実演会Ⅳ

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・乳幼児健診
3・9か月

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・森のおもちゃ 
フェスティバル

・子ども司書おは
なし会

18 19 20 21 22 23 24
・森のおもちゃ 

フェスティバル
・いきいきサロン

山崎（午前10時～）
泉田下（午後1時半～）

・障がい者相談
・いきいきサロン

徳北・第7
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・乳幼児健診

3歳6か月
・いきいきサロン

泉田中（午前10時～）
大枝（午後1時半～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく
広場閉所式

25 26 27 28 3/1 3/2 3/3
・小型家電リサイクル

特別回収日
（午前8時半～正午）

・いきいきサロン
板橋・板橋南

（午前10 時～）
高城（午後1時半～）

・阿津賀志学級閉
講式

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・税金等納期限
国民健康保険税

・くにみ女性教室
閉講式

・いきいきサロン
山根（午前10時～）
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

3/4 3/5 3/6 3/7 3/8 3/9 3/10
・くにみ春のフード

フェスタ
・観月台文化

センター休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・乳幼児健診
1歳6か月

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・広報くにみ
3月号発行日

・いきいきサロン
第8・9（午後1時半～）

　今月は成人式の取材に行って
きました。華やかな振袖やスー
ツに身を包み、晴れやかな笑顔
を見せる新成人のみなさんと、
その様子を感慨深そうに見守る
ご家族のみなさんの姿がとても
印象的でした。みなさんの今後
のご活躍を期待しています。成
人おめでとうございます！�（Y.T）

あ と が き

カレンダー
くにみ2月

新成人を迎えたラヂオ課 高橋です。お祝いメッセージ
もいただきました。ありがとうございました。これから
も、しっかり国見町を取材して歩きます。ラヂオ課とい
えば、インスタグラムを始めました。国見町のフォトジェニッ
クなものを探して、写真をアップしていきます。今まで、
いろいろな取材をして写真を撮ってフェイスブックなど
には上げていましたが、それをさらに推し進める感じです。

個人でも、写真を加工しながらインスタグラムを楽しん
でいるので、そこで学んだ技術をしっかり使っていきます。
まずは、藤田商店街を散歩して、おいしい和菓子をアッ
プしました。ご覧ください。松屋菓子店・和菓子のまつ
うら阿津賀志羊羹です。これぞ羊羹！本物のおいしさで
す。今月はバレンタインデーもあります。チョコじゃなく
て、羊羹もいいと思いますよ。
ラヂオ課のももたんFMでは、
国見町のおすすめバレンタイ
ンデープレゼント・スイーツ
特集を予定しています。甘い
国見町の魅力をあなたにお届
けします。お楽しみに。

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp


